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刑
法
皐
曾

刊
法
血
中
舎
、
第
五
回
線
曾
は
、
本
年
四
月
二
五
日
お
よ
び
二
六
日
の
二

日
に
わ
た
り
慶
騒
義
塾
大
準
で
開
催
さ
れ
、
失
の
よ
う
な
研
究
報
告
な
ら

び
に
公
開
講
演
が
行
わ
れ
た
。
研
究
報
告
の
参
曾
者
は
約
六

O
名
く
ら
い

で
あ
っ
た
。
公
開
講
」
祝
舎
は
四

O
C名
く
ら
い
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

各
報
告
な
ら
び
講
演
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

研
究
報
告
(
一
)
違
法
性
の
意
識
に
つ
い
て
問
時
蝉
一
富
子

違
法
性
の
意
識
を
あ
き
ら
か
に
し
つ
一
与
、
特
に
義
務
違
反
の
意
識
の
可

能
性
そ
責
任
の
規
範
的
要
素
と
認
め
、
こ
れ
を
故
意
の
構
成
要
素
と
し
て

把
握
す
る
エ
ム
・
ェ

l
-
・
マ
イ
エ
ル
の
所
設
を
検
討
し
、
模
い
て
違
法
性

の
意
識
を
も
っ
て
責
任
の
本
質
的
徴
表
と
し
て
把
握
す
る
パ
ウ
ル
・
メ
ル

ケ
ル
等
の
見
解
に
封
し
多
大
の
同
感
を
持
つ
。

研
究
報
告
つ
一

)
E
Hユ
ロ
円
門
出
口

B
と

?
t
マ
刑
法
ー
ー
ー
刑
法
史
の
一
こ

ま

仇

山

開

鰐

娃

子

邦

雄

ロ
1
7
法
に
お
け
る
パ
リ
キ
デ
ィ
ウ
ム
特
に
奴
隷
殺
害
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
諮
問
し
た
。
す
な
わ
ち
、
奴
隷
殺
害
は
器
物
損
壊
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
期
に
は
、
州
労
働
力
の
な
い
老
奴
隷
を
殺
害
す

る
こ
と
は
、
た
ど
え
そ
れ
が
自
己
の
所
有
す
る
奴
隷
に
封
ず
る
も
の
で
あ

っ
て
も
、
殺
人
罪
を
構
成
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
奴
隷
が
他
人
を

告
白
す
る
罪
そ
犯
し
た
場
合
に
は
、
主
人
に
は
、
そ
の
犯
罪
に
よ
る
被
害
を

Jv 

h

‘J
7
 

イ

J
S
Y
-

^ぷg

d恥ぷ

L
f
i
 



'‘ 電

119 

賠
償
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
奴
隷
を
自
分
の
自
由
に
す
る
か
、
被
害
者
に
委

付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
賠
償
を
兎
れ
る
か
の
ご
つ
の
遣
が
あ
り
、
い
ず
れ

を
採
る
か
は
、
全
く
主
人
の
任
意
で
あ
っ
た
。
主
人
が
他
か
ら
危
害
を
加

え
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
奴
隷
は
こ
れ
を
防
衛
の
義
務
が
あ
り
、

怠
れ
ば
、
殺
人
罪
の
共
犯
に
問
わ
れ
る
。

研
究
報
告
(
一
一
一
)
プ
ロ

1
ペ
ー
ジ
ョ

ν
の
中
心
課
題

最
高
裁
剣
斤
j

事
局
(
州
説
刈
佐
藤
昌
彦

プ
ロ

1
ぺ
1

シヨ

ν
(
M
M
H
c
z
t
cロ
1

1
筆
者
俵
諜
「
試
験
的
保
諮
問
躍

放
」
)
の
中
心
課
題
の
一
つ
は
、
そ
の
針
象
者
の
将
来
の
行
動
に
つ
い
て
の

繋
測
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
に
あ
る
。
プ
ロ

1
ペ
1
ショ

ν
の
期
間
中
に

つ
い
て
も
、
反
社
曾
行
動
の
起
ら
な
い
こ
と
が
預
想
さ
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
そ
の
期
間
中
に
祉
曾
遁
膝
力
が
十
分
獲
得
さ
れ
る
見
込
が
な
け
れ

ば
、
プ
ロ

1
ペ
ー
ジ
ヨ
ジ
に
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
議

測
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
賓
績
か
ら
、
統
計
的
に
見
て
可
能
す
あ
る
。
プ
ロ

1
ぺ
1
シ
ヨ
リ
J

に
よ
り
祉
曾
復
蹄
の
成
功
し
た
群
と
不
成
功
に
終
っ
た
群

と
を
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
多
数
の
精
紳
的
、
身
慢
的
、
社
曾
的
等
の

因
子
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
こ
の
預
測
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
0

・

~

研
究
報
告
(
四
)
プ
ロ

1
ペ
ー
ジ
ヨ
ジ
に
お
け
る
剣
決
前
調
査

東
京
地
方
裁
判
庁

八
王
子
支
部
刷
判
事
矢
崎
憲
正

¥
プ
ロ

1
ペ
ー
ジ
ョ

ν制
度
を
採
用
す
る
と
す
れ
ば
、
営
然
、
剣
決
前
に

お
い
て
被
告
人
の
身
上
調
査
を
詳
細
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
守

れ
を
裁
剣
所
の
機
関
に
な
き
し
め
る
べ
き
か
、
執
行
機
関
た
る
法
務
府
系

事

舎

の

勤

者

内

-adaz

守
事

電隆

統
の
た
と
え
ば
犯
罪
者
更
生
保
護
委
員
曾
の
よ
う
な
も
の
に
行
わ
し
め
る

べ
き
か
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
と
が
ら
の
性
質
上
、
そ
れ
は
常
然
裁
刻
所

の
機
関
た
と
え
ば
裁
剣
所
調
査
官
を
し
て
な
き
し
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る

と
思
う
。
こ
の
黙
法
務
府
常
局
と
裁
剣
所
営
局
と
は
考
え
方
が
遣
っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
濁
自
の
所
見
に
基
つ
い
て
立
案
中
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
意
見
に
績
け
て
、
判
決
前
調
査
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
賞

例
と
し
て
ノ
1
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
東
部
地
区
合
衆
図
裁
剣
所
の
一
例
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

研
究
報
告
(
五
)
保
護
観
察
の
質
際中

矢
更
生
保
護
委
員
舎

少
年
部
長
(
検
事
)
池
田
浩
一
一
一

昭
和
ご
四
年
下
牟
期
以
後
同
二
六
年
末
ま
で
を
牟
年
ず
つ
に
区
切
っ
て

統
計
し
て
み
る
と
、
保
護
観
察
の
件
数
は
、
漸
次
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

二
六
年
下
半
期
牟
箇
年
に
は
七
七
、
一
八
七
名
を
算
し
て
い
る
。
一
一
一
一
一
歳

未
満
者
(
少
年
と
略
稽
ず
る
)
と
一
一
一
一
一
歳
以
上
の
者
(
成
人
と
略
稽
す
る
)

と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
二
年
半
の
期
間
中
に
、
成
人
の
方
は
一
割

強
し
か
増
加
し
て
い
な
い
が
、
少
年
の
方
は
一
一
割
以
上
の
増
加
を
来
し

て
い
る
。
毎
年
下
半
期
に
多
い
の
は
、
相
似
躍
放
が
下
牟
期
に
多
い
た
め
、

保
護
観
察
の
針
象
者
が
自
然
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ

、
と
は
、
少
年
に
つ
い
て
家
庭
裁
剣
所
の
決
定
に
よ
り
、
成
績
良
好
を
理
由

と
す
る
保
護
観
察
の
解
除
を
受
け
る
者
の
割
合
は
、
次
第
に
減
少
の
傾
向

に
あ
り
、
二
四
年
下
牟
期
六
五
%
あ
っ
た
も
の
が
二
六
年
下
半
期
に
は
、

も
は
や
三
七
%
に
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

公
開
講
演
(
一
)
二
=
一
の
悶
顧
と
展
望

名東
・春京
章生大
授撃

牧
野
英
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一

精

論

叢

第
二
十
八
繕

第
一
一
揖

/ 

渇
去
四

0
年
聞
に
わ
'
た
る
刑
法
事
者
と
し
て
の
自
分
の
生
活
は
、
教
育

刑
蓮
動
を
も
っ
て
貨
か
れ
て
来
た
。
世
界
の
皐
界
は
そ
う
い
う
方
向
に
向

っ
て
進
ん
で
来
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
の
に
、
わ
が
困
の
刑
法
事
界

ば
自
分
の
主
張
に
謝
し
て
は
、
は
な
は
だ
冷
淡
で
あ
る
。
昭
和
二
二
年
の

刑
法
改
正
の
行
わ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
刑
政
の
目
的
の
数
育
に
あ
る
こ

と
を
刑
法
第
一
僚
に
高
く
掲
げ
た
い
と
患
っ
て
、
蛍
時
、
法
制
審
議
曾
に

お
い
て
も
、
自
分
は
熱
心
に
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
他
の
委
員
時
間
子

の
顧
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、
わ
ず
か
に
、
来
る
べ
き
刑
法
の
全
面
的
改
正

に
際
し
て
考
慮
せ
ら
れ
る
た
め
の
留
保
保
賓
と
し
て
残
さ
れ
た
に
遁
ぎ
な

か
っ
た
。
将
来
は
文
化
的
・
科
準
的
な
刑
法
の
展
開
の
た
め
に
、
若
い
同

阜
の
諸
君
の
努
力
を
望
み
た
い
。

公

開

講

演

つ

一

)

犯

罪

と

責

任

ト

蹴

猷

植

松

正

経
験
科
準
的
に
犯
罪
現
象
を
見
る
か
ぎ
り
、
犯
罪
現
象
は
澄
俸
と
環

境
と
に
因
果
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
世
紀
末
以
来
の
犯
罪
皐

諸
分
野
に
お
け
る
研
究
の
成
果
に
徴
し
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
刑

事
責
任
の
問
題
ば
、
皐
な
る
経
験
科
皐
的
事
賓
の
問
題
で
は
な
い
。
経
験

科
率
的
に
は
意
志
決
定
論
を
是
認
し
つ
L
も
、
規
範
と
し
て
定
立
せ
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
窮
極
に
お
い
て
は
意
志
の
決
定
さ
れ
て
い
る
不
自

由
人
ば
か
り
の
集
圏
を
規
律
す
る
規
範
と
し
て
の
刑
法
に
は
、
責
任
の

公
準

(
H
V
S
E
E
C
と
し
て
の
自
由
意
志
(
こ
れ
は
他
の
い
か
な
る
名
づ

け
て
も
よ
い
)
を
考
え
、
そ
れ
を
出
褒
鰍
と
し
て
責
任
を
論
ず
べ
き
で
あ

る
。
ハ
植
怒

E
U

旬、.

ι事
IAa

〆

咽

問

中

和

夫

吾

妻

光

俊

並

木

俊

守

山

村

忠

平

長

谷

川

正

安

桑

原

輝

路

吉

永

栄

助

馨

沼

謙

一

市

原

昌

三

郎

佐

藤

和

男

久

保

岩

太

郎

植

岡

捷

雄

植

怒

正

執

筆

者

紹

介

一
橋
大
事
教
授

一
橋
大
準
教
授

:
:
:
東
京
経
済
大
皐
講
師
・
癖
護
士

・
:
東
京
経
済
大
撃
助
教
授

.
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
名
古
最
大
串
助
教
授

:
:
i
x
-
-
:
一
橋
大
皐
特
別
研
究
生

:
・
:
一
橋
大
準
教
授

:
・
:
一
橋
大
皐
講
師

・
:
一
橋
大
準
講
師

:
:
一
橋
大
皐
特
別
研
究
生

:
:
一
橋
大
島
教
授

:
:
一
橋
大
事
講
師

:
:
一
橋
大
準
教
授

五
月
競
(
大
塚
氏
紹
介
論
文
)
正
誤
表

貰

行

誤

四

七

右

五

話

Lu-u・

五

六

右

七

の

で

こ

と

正
昌

ω
。叶
HV句・

の
こ
と
で

g
F
 

L
I
s
-
?
4
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